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アプリコントロール

アプリを表示します

Astra が現在管理しているアプリケーションをリストできます。特定のアプリケーション
の Snapshot やバックアップを検索する際に、この操作を行うことができます。

次の REST API 呼び出しを実行します。

HTTPメソッドとエンドポイント

このREST API呼び出しでは、次のメソッドとエンドポイントを使用します。

HTTP メソッド パス

取得 /account/{account_id}/k8s/v2/apps

追加の入力パラメータ

すべての REST API 呼び出しに共通するパラメータに加えて、この手順の curl の例では次のパラメータも使
用されます。

パラメータ を入力し
ます

必須 説明

含める クエリ いいえ 必要に応じて、応答で返す値を選択します。

curl の例：すべてのアプリケーションのすべてのデータを返します

curl --request GET \

--location "https://astra.netapp.io/accounts/$ACCOUNT_ID/k8s/v2/apps" \

--include \

--header "Accept: */*" \

--header "Authorization: Bearer $API_TOKEN"

curl の例：すべてのアプリケーションの名前、 ID 、および状態を返します

curl --request GET \

--location

"https://astra.netapp.io/accounts/$ACCOUNT_ID/k8s/v2/apps?include=name,id,

state" \

--include \

--header "Accept: */*" \

--header "Authorization: Bearer $API_TOKEN"
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JSON 出力例

{

    "items": [

        [

            "mysql",

            "4ee2b8fa-3696-4f32-8879-399792f477c3",

            "ready"

        ],

        [

            "postgresql",

            "3b984474-e5c9-4b64-97ee-cdeb9bcd212e",

            "ready"

        ],

    ],

    "metadata": {}

}

アプリを入手する

単一のアプリケーションを記述するすべてのリソース変数を取得できます。

作業を開始する前に

取得するアプリケーションのIDが必要です。必要に応じて、ワークフローを使用できます "アプリを表示しま
す" アプリケーションを検索します。

ステップ1：アプリケーションを取得する

次の REST API 呼び出しを実行します。

HTTPメソッドとエンドポイント

このREST API呼び出しでは、次のメソッドとエンドポイントを使用します。

HTTP メソッド パス

取得 /accounts /｛account_id｝/k8s/v2/apps/｛app_id｝

追加の入力パラメータ

すべての REST API 呼び出しに共通するパラメータに加えて、この手順の curl の例では次のパラメータも使
用されます。

パラメータ を入力し
ます

必須 説明

アプリケーションID パス はい。 取得するアプリケーションのID値。
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curl の例：アプリケーションのすべてのデータを返します

curl --request GET \

--location

"https://astra.netapp.io/accounts/$ACCOUNT_ID/k8s/v2/apps/$APP_ID" \

--include \

--header "Accept: */*" \

--header "Authorization: Bearer $API_TOKEN"

アプリを管理します

特定のネームスペースですでにAstraが認識しているアプリケーションに基づいて、管理
アプリケーションを作成できます。アプリケーションをAstraで管理または定義した場
合、バックアップとスナップショットを作成してアプリケーションを保護できます。

手順1：ネームスペースを選択する

ワークフローを実行 "ネームスペースを表示します" ネームスペースを選択します。

手順2：クラスタを選択する

ワークフローを実行 "クラスタをリストします" をクリックし、クラスタを選択します。

ステップ3：アプリケーションを管理する

アプリケーションを管理するために次のREST API呼び出しを実行します。

HTTPメソッドとエンドポイント

このREST API呼び出しでは、次のメソッドとエンドポイントを使用します。

HTTP メソッド パス

投稿（ Post ） /accounts /｛account_id｝/k8s/v2/apps

追加の入力パラメータ

すべての REST API 呼び出しに共通するパラメータに加えて、この手順の curl の例では次のパラメータも使
用されます。

パラメータ を入力し
ます

必須 説明

JSON ボディ（
Body ）

はい。 管理対象アプリケーションを識別するために必要なパラメ
ータを提供します。以下の例を参照してください。
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curl の例：アプリケーションの管理

curl --request POST \

--location "https://astra.netapp.io/accounts/$ACCOUNT_ID/k8s/v2/apps" \

--include \

--header "Content-Type: application/astra-app+json" \

--header "Accept: */*" \

--header "Authorization: Bearer $API_TOKEN" \

--data @JSONinput

JSON の入力例

{

  "clusterID": "7ce83fba-6aa1-4e0c-a194-26e714f5eb46",

  "name": "subtext",

  "namespaceScopedResources": [{"namespace": "kube-matrix"}],

  "type": "application/astra-app",

  "version": "2.0"

}

アプリの管理を解除します

管理対象アプリが不要になった場合は削除できます。管理アプリケーションを削除する
と、関連付けられているスケジュールも削除されます。

作業を開始する前に

管理を解除するアプリのIDが必要です。必要に応じて、ワークフローを使用できます "アプリを表示します"

アプリケーションを検索します。

アプリケーションのバックアップと Snapshot は、削除されても自動的には削除されません。バックアップと
Snapshot が不要になった場合は、アプリケーションを削除する前に削除する必要があります。

アプリの管理を解除する

次のREST API呼び出しを実行してアプリケーションを削除します。

HTTPメソッドとエンドポイント

このREST API呼び出しでは、次のメソッドとエンドポイントを使用します。

HTTP メソッド パス

削除 /accounts /｛account_id｝/k8s/v2/apps/｛app_id｝

追加の入力パラメータ

すべての REST API 呼び出しに共通するパラメータに加えて、この手順の curl の例では次のパラメータも使
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用されます。

パラメータ を入力し
ます

必須 説明

アプリケーションID パス はい。 削除するアプリケーションを指定します。

curl の例：管理対象アプリケーションを削除します

curl --request DELETE \

--location

"https://astra.netapp.io/accounts/$ACCOUNT_ID/k8s/v2/apps/$APP_ID" \

--include \

--header "Accept: */*" \

--header "Authorization: Bearer $API_TOKEN"
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